
平成２８年１１月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２８年１１月２２日（火）午後３時３０分～午後４時１３分
２　場　所　　教育センター　第一研修室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　 ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、堺俊彦学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、市川雅美教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、末廣和久教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、結城尊弘学校教育課教育指導担当主幹兼健やか輝き支援室長、川上一人保健給食課長、米澤三八子教育センター所長
　　　　　［書記］　青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　なし
６　開　会　　 　 本日の議案は、議案第２５号の１件。　　　　　　　　
７　議　題
●議案第２５号　所沢市いじめ問題対策委員会委員の委嘱について
資料に則り、堺学校教育部次長兼学校教育課長から以下のとおり説明がなされた。
今回の委嘱については、本年１２月より民生児童委員連合会での改選があり、これまでの副会長が新たに会長に就任するため、所沢市いじめ問題対策委員会委員として委嘱するものである。

いじめ、不登校、自殺などの児童生徒の問題の多くは、思春期を迎える子ども
自身の問題だけではなく、第一義的責任を負う家庭が基盤となることはもちろんであるが、健やかに子どもを育てる環境づくりには、児童福祉に関する事項を専門とする民生児童委員の力も必要である。そうした背景により委嘱を行い、いじめ問題対策委員会を、より実効性のある協議する場としていく所存である。

平成２８年度は定例会を既に２回終えており、第３回を１月２４日に予定している。尚、緊急事態発生の場合は、随時、開催する予定である。

質疑は特になし。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

８　協議事項　なし
９　報告事項

○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の１１月から２月までの主な行事予定について
(教育総務課)
　 ○平成２８年度第７０回成人のつどいについて（社会教育課）
　 ○平成２８年度「図書館要覧」の作成について（所沢図書館）
○埼玉県学力・学習状況調査及び全国学力・学習状況調査結果について
（学校教育課）

○「学習指導要領改訂に伴う英語教育推進事業」について（教育センター）

以下、質疑。

(寺本委員)

   学力状況調査について、無解答率が高いことが課題で、やや改善が見られたと
のことですが、目標を持って対策が練られたことで改善したのか、それとも自然
に改善したのかを教えてください。

(堺学校教育部次長)

無解答率が高いことは昨年度も課題となっていたため、各学校で取組を進めて
いるところです。
(寺本委員)

資料の調査結果を見る限りでは、あまり授業で取組が行われているようには感

じません。授業は楽しいだけではいけないと思います。先生が課題を与えてチェックして、子どもたちが、自分は何が出来ていないのか分かっているということが大事だと考えます。表現する授業があって、それをチェックする機能がないといけないと思います。そうしないと、楽しくやっているはずなのに、なぜ力がつかないんだろうというジレンマを抱えてしまう恐れがあります。
毎年同じ課題が出ているのだから、各学校で対策を練ってもらうか、教育委員会で作成したプログラムを学校に取り組んでもらうかをして、具体的に動かないといけない状況だと思います。
(田中学校教育部長)

「学び創造プラン」の中で、自分の言葉でまとめるということを狙いとした授業改善を図っています。授業によって、文字で書かせたり、グループワークで意見を求めて発言させたりして、自らの言葉で考えをまとめる力をつけられるように取り組んでいるところです。
(吉本委員)

　 今回いただいた資料では、所沢市という枠組で括られた評価で出されています
が、所沢の地域間の差というのは分かっていると思いますので、そのことを第一
義に考えて、色々なことを活動のベースにしていただきたいと思います。
(清水委員)

学力調査の結果を見ると、県内で比較した学力差、全国と比較した学力差が見
えてきて、それも一つの大事な情報かと思いますが、グローバリズムという今の流れを考えたときに、狭いところで競争している気もします。トータルに教育を考えると、次世代の子どもたちが、世界を相手に戦うときに考えなければならない学力や体力、文化力というのは、これまでとは違う物差しで測っていく必要があるのではないかと感じます。
また、社会に出たときに、学校で測る学力の数字だけではなく、学力以外の能
力も問われる時代になっていると思いますので、数字を追う教育を続けていると、世界との戦いから遅れを取ってしまうのではないかと危惧します。
(中川委員)
   学力調査の無解答率については、子どもによって無解答の理由は様々で、数字

だけを見て一括りに出来ない部分もあると思います。試験中、時間がなくて答える余裕がなかった子もいれば、優等生タイプの子で中途半端な解答をすることが嫌で何も答えなかったという子もいると思います。
先生が出来ることとしては、なぜ答えられなかったのか、一人一人と向き合ってフィードバックしてあげて、それを活かすことがテストの良さだと思います。そこまで手厚く子どもたちを見てあげられるツールとして、この調査結果が活かされるのであれば、素晴らしいことであるし、そうなることを期待しています。
(大岩教育長職務代理者)

テストの点数というのは、あくまで、学力の中の一部であるはずですが、テス

トの結果が大きく取り上げられ、重視されてしまう傾向があるように感じます。

テストの結果も大事ですが、自分の意見をしっかり言えるとか、力強い逞しい体

作りをしているとか、総合的に求められるものがある中で、テストの結果を見ていく必要があると思います。テストの結果も大切ですが、それだけを見てしまうことで、見落としているものがないように、トータルな面で子どもたちが成長していけるような取組をお願いしたいと思います。
(内藤教育長)
「学習指導要領改訂に伴う英語教育推進事業」について、資料がよくまとまっていて、とても良く出来ていると感じました。このような取組が始まっているということを、AETの先生にも伝えていただいて、しっかりと目的を共有していただければと思います。
１０　その他

・教育委員会会議１２月定例会：１２月２１日（水）午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　

所沢市役所６階　６０２会議室
　 ・総合教育会議：１２月２１日（水）午後３時
・教育委員会会議１月定例会：１月３０日（月）午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　

 教育センター第一研修室
・教育懇談会：１月３０日（月）午後３時　　　　　　　　　　　　　

 教育センター　セミナーホール
１１　閉　会　午後４時１３分

